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平成28年第５回永平寺町議会臨時会が、７月29日（金）に開催されました。
審議された内容は、次のとおりです。
なお、 新議長に齋藤 則男 議員、副議長に小畑　傅 議員が選ばれ、委員会構成
も一新しました。
また、永平寺町監査委員議員選出には、樂間　薫 議員が選任同意されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長　齋藤　則男

平成28年
第５回
臨時会報告

平成28年
第５回
臨時会報告

第５回臨時会議案

議案第39号
旧消防庁舎改修建築工事の請負契約締結について 可決
議案第40号
防災行政無線整備工事の請負契約締結について 可決

議案第41号
松岡中学校武道場新築工事の請負契約締結について 可決
議案第42号
監査委員の選任同意について 同意

　盛
夏
の
候
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
日
頃
よ
り
町
議
会
活
動
に
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　先
般
開
か
れ
ま
し
た
臨
時
会
に
お
い

て
選
任
さ
れ
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。

　わ
れ
わ
れ
議
員
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
選
挙
に
よ
り
町
民
の
代
表
と
し
て

選
ば
れ
、
議
会
を
組
織
し
、
行
政
の

チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
、
町
民
の
み
な

さ
ん
に
代
わ
っ
て
そ
の
責
務
を
果
た
す

た
め
に
議
会
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　私
は
「
開
か
れ
た
議
会
、
行
動
す
る

議
会
、
提
案
す
る
議
会
」
を
基
本
理
念

と
し
、
こ
れ
ま
で
の
歴
代
議
長
が
進
め

て
こ
ら
れ
た
議
会
改
革
・
行
財
政
改
革

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　そ
し
て
、
町
民
の
福
祉
向
上
の
た
め

に
「
町
民
の
目
線
に
立
っ
た
、
町
民
の

た
め
の
議
会
」
を
目
指
し
、
議
会
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　行
政
と
は
、
是
は
是
、
非
は
非
、
と

し
て
正
面
か
ら
向
か
い
合
い
、
議
論
を

交
わ
し
、
二
元
代
表
制
で
あ
る
永
平
寺

町
議
会
の
存
在
感
・
重
要
性
・
必
要
性

を
、
広
く
内
外
に
示
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　議
会
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
の
そ
の

職
務
は
、
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
適
切
な
議
会
の

運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に

議長 齋藤　則男

　こ
の
た
び
、
議
会
の
新
構
成
に
お
い
て
、

議
員
各
位
の
信
任
に
よ
り
副
議
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
議
会

活
動
を
通
じ
、
そ
の
責
務
を
果
た
し
、
町
民

の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
り
、
町
の
発
展
に
努

力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　少
子
高
齢
化
社
会
に
伴
う
人
口
減
少
問
題

や
、
財
政
的
に
は
合
併
に
よ
る
優
遇
措
置
も

間
も
な
く
終
了
し
、
さ
ら
に
２
年
後
に
は
国

体
・
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
控
え
、
節
度

あ
る
町
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　本
町
を
取
り
巻
く
課
題
は
山
積
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
に
本
町
議
会

基
本
条
例
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
二
元
代
表
制

に
よ
る
議
事
機
関
・
監
視
機
能
の
責
務
を
全

う
し
、
町
民
の
付
託
に
応
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

副議長 小 畑 　傅

議長・副議長就任ごあいさつ

町
の
発
展
に
努
力

町
の
発
展
に
努
力

町
民
の
目
線
に
立
っ
た

町
民
の
た
め
の
議
会

町
民
の
目
線
に
立
っ
た

町
民
の
た
め
の
議
会

町民とともに歩む議会
迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に迅速に・丁寧に・正確に

町民とともに歩む議会町民とともに歩む議会町民とともに歩む議会
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平成28年 第３回臨時会報告平成28年 第３回臨時会報告 議長　川崎　直文
　平成28年第３回永平寺町議会臨時会は、４月28日（木）に開催されました。審議された内容は、次のと
おりです。

平成28年 第４回定例会報告平成28年 第４回定例会報告 議長　川崎　直文
　平成28年第４回永平寺町議会定例会は、５月31日（火）から６月16日（木）まで17日間開催されまし
た。審議された内容は、次のとおりです。

※反対または退席があった議案だけ載せています。したがって、その他議案等11件については全員賛成です。

■議案への賛否一覧　議席順に掲載（○賛成　×反対　－欠席　□退席）※議長（川崎直文）は採決に加わりません

  上坂 滝波 長谷川 朝井 酒井 江守 小畑 上田 金元 樂間 齋藤 伊藤 奥野 中村 川治 長岡 多田
 承認第５号 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 承認第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 議案第33号 ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 陳情第１号 × ○ × × × × × ○ ○ × × × × × × × ×

承認第２号 平成27年度一般会計補正予算の専決処分の承認 承　認

承認第３号 平成27年度介護保険特別会計補正予算の専決処分の承認 承　認

承認第４号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 承　認

承認第５号 町税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 承　認

承認第６号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 承　認

承認第７号 損害賠償の額を定めることの専決処分の承認 承　認

議案第32号 平成28年度一般会計補正予算 可　決

議案第33号 平成28年度ふるさと創造拠点施設（仮称）建設工事の請負契約締結 可　決

第３回臨時会議案

報告第１号 平成27年度一般会計繰越明許費繰越 計算書の報告 報　告

議案第34号 平成28年度一般会計補正予算 可　決

議案第35号 平成28年度介護保険特別会計補正予算 可　決

議案第36号 平成28年度下水道事業特別会計補正予算 可　決

議案第37号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定 可　決

議案第38号 消防ポンプ自動車（ＣＤ－１型）の取得 可　決

陳情第１号 所得税法第56条の廃止を求める意見書採択 不　採

第４回定例会議案

議案第32号 平成28年度永平寺町一般会計補正予算 ６２４万３千円
 地域資源テストプロモーション事業委託料 ３００万円
 ブランド戦略推進委員会補助金 ３００万円
２事業とも地方創生総合戦略の事業。町の単独事業となる。

議案第33号 平成28年度ふるさと創造拠点施設(仮称)建設工事請負契約締結
 工事名　　　平成28年度ふるさと創造拠点施設（仮称）建設工事
 契約金額　　１１１，２４０，０００円　(消費税を含む)
 契約相手方　株式会社　見谷組
入札の結果は上記の通り。可決承認した。

反
対
討
論

　
　
　
金
元

　
直
栄

　地
方
税
法
の
改
正
は
、
税
源
の
振

り
分
け
の
た
め
に
と
言
う
法
人
税
の

減
税
は
問
題
。

　第
２
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

で
営
農
の
先
が
見
え
な
い
と
い
う
状

況
を
作
っ
て
お
い
て
、
遊
休
農
地
の

固
定
資
産
税
を
1.8
倍
に
し
て
い
く
な

ど
と
い
う
方
向
は
認
め
ら
れ
な
い
。

反
対
討
論

　
　
　
金
元

　
直
栄

　国
保
税
は
、
最
高
限
度
額
に
達
す

る
所
得
が
社
会
保
険
よ
り
低
い
こ

と
。
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
や
介

護
保
険
へ
の
負
担
も
加
わ
り
、
負
担

額
が
ど
ん
ど
ん
ふ
く
れ
上
が
っ
て
き

た
。
さ
ら
に
の
引
き
上
げ
は
認
め
ら

れ
な
い
。
国
の
限
度
額
の
引
き
上
げ

に
応
ず
る
必
要
は
な
い
。

賛
成
討
論

　
　
　
斎
藤

　
則
男

　本
来
、
国
民
健
康
保
険
税
は
目
的

税
で
あ
り
、
今
の
国
民
健
康
保
険
の

状
況
を
み
る
と
、
国
保
税
の
改
正
を

す
べ
き
だ
。
今
回
は
、
限
度
額
の
引

き
上
げ
に
と
ど
め
る
こ
と
な
の
で
賛

成
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
上
田

　
　
誠

　こ
の
条
項
は
「
家
族
経
営
の
家
族

従
業
者
の
働
き
分
（
対
価
）
は
必
要

経
費
に
算
入
し
な
い
」
の
規
定
を
廃

止
す
る
意
見
書
採
択
で
あ
り
、
次
の

４
点
か
ら
賛
成
の
意
を
示
す
。
①
配

偶
者
、
家
族
の
働
き
分
が
評
価
さ
れ

な
い
②
平
成
26
年
か
ら
記
帳
義
務
が

あ
り
記
帳
向
上
の
た
め
③
青
色
・
白

色
申
告
に
よ
り
不
平
等
が
生
じ
て
い

る
④
世
界
的
に
も
、
国
内
で
も
５
０

０
近
く
の
自
治
体
が
意
見
書
採
択
を

し
て
い
る
。
ま
た
、
国
も
廃
止
に
向

け
た
検
討
を
始
め
て
い
る
。

反
対
討
論

　
　
　
江
守

　
　
勲

　所
得
税
法
第
56
号
で
は
、
白
色
申

告
の
簡
易
な
記
帳
で
は
、
家
族
従
業

員
の
給
与
を
必
要
経
費
に
算
入
す
る

際
に
、
恣
意
的
に
所
得
を
分
配
す
る

事
が
で
き
、
こ
れ
を
防
止
す
る
為
に

も
必
要
で
あ
り
、
所
得
税
法
第
56
条

の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
に

反
対
す
る
。

賛
成
討
論

　
　
　
金
元

　
直
栄

　賛
成
理
由
の
第
一
は
、
国
も
こ
の

条
項
の
見
直
し
を
検
討
中
で
、
将
来

は
変
わ
る
だ
ろ
う
と
言
い
な
が
ら
否

決
は
、
国
の
見
直
し
へ
の
水
差
し

だ
。
第
二
は
、
白
色
申
告
も
記
帳
が

義
務
づ
け
ら
れ
、
青
色
申
告
で
な
け

れ
ば
不
正
を
す
る
な
ど
と
い
う
の

は
、
理
由
に
も
な
ら
な
い
。
第
三

は
、
明
治
20
年
制
定
の
所
得
税
法
第

一
条
の
但
し
書
き
「
同
居
ノ
家
族
に

居
す
る
モ
ノ
ワ
総
て
戸
主
ノ
所
得
に

合
算
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
い
う
戦
前

の
家
父
長
制
度
に
よ
る
も
の
は
、
い

い
加
減
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
と
の

理
由
か
ら
で
す
。

反
対
討
論

　
　
　
奥
野

　
正
司

　56
条
は
家
族
従
業
者
へ
の
対
価
支

払
を
必
要
経
費
不
算
入
と
す
る
も
、

57
条
で
事
業
と
家
計
の
分
離
が
明
確

な
青
色
申
告
を
選
択
す
れ
ば
家
族
従

業
者
給
与
も
必
要
経
費
に
算
入
出

来
、
不
合
理
で
は
な
い
。
陳
情
書
は

青
色
申
告
の
届
出
や
記
帳
義
務
を
、

納
税
者
差
別
・
人
権
侵
害
・
女
性
差

別
と
す
る
が
、
Ｈ
18
年
最
高
裁
は
憲

法
違
反
で
は
な
い
と
し
た
。
解
釈
の

偏
る
本
陳
情
は
不
採
択
。

賛
成
討
論

　
　
　
滝
波
登
喜
男

　個
人
事
業
所
の
う
ち
、
白
色
申
告

者
は
規
模
も
小
さ
く
厳
し
い
経
営
を

強
い
ら
れ
、
税
務
申
告
に
携
わ
る
人

も
費
用
も
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

本
町
に
お
い
て
の
実
態
も
調
査
せ
ず

に
反
対
し
て
し
ま
う
の
は
、
議
会
と

し
て
問
題
で
あ
る
。

反
対
討
論

　
　
　
斎
藤

　
則
男

　わ
が
国
の
申
告
は
自
主
申
告
制
度

で
あ
り
、
青
色
申
告
・
白
色
申
告
を

自
由
に
選
択
で
き
、
56
条
57
条
は
整

合
性
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
の

内
容
に
つ
い
て
、
表
題
は
、
56
条
の

廃
止
を
求
め
て
い
る
が
、
文
章
の
内

容
文
言
は
、
56
条
の
改
正
と
な
っ
て

い
る
。

　わ
が
議
会
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

意
見
書
を
採
択
し
、
提
出
す
る
の
は

い
か
が
か
と
思
う
。

承
認
第
５
号

承
認
第
５
号

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
の
承
認

承
認
第
６
号

承
認
第
６
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
の
承
認

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

専
決
処
分
の
承
認

陳
情
第
１
号

陳
情
第
１
号

所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
採
択

所
得
税
法
第
56
条
の
廃
止
を
求
め
る

意
見
書
採
択
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委員長　上 田　　誠予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

【主な項目】

松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事
（総額約２億円）

　当委員会に付託された議案第34号「平
成28年度一般会計補正予算」から第36号
「平成28年度下水道補正予算」の３件は
全員出席にて６月９日に慎重に審査を行
い、原案を賛成全員で可決した。審議の
主な意見は次の通りです。

（総額約1300万円　2プロジェクトに参加　福井エリア400万円･奥越エリア900万円）

予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告予算決算常任委員会審査報告

【主な項目】

松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事松岡中学校武道場新築工事

　当委員会に付託された議案第34号「平
成28年度一般会計補正予算」から第36号
「平成28年度下水道補正予算」の３件は
全員出席にて６月９日に慎重に審査を行
い、原案を賛成全員で可決した。審議の
主な意見は次の通りです。

平成28年度一般会計予算

介護保険補正 １000万円
下水道補正 160万円

平
成
28
年
度

　
　
　
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
総
合
政
策
課

問

　情
報
端
末
事
業
の
内
容
は
。
ラ
ン
ニ

　ン
グ
コ
ス
ト
等
は
。

答

　音
声
翻
訳
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
で

　あ
り
、
実
験
後
は
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
貸

　出
し
）
専
用
ア
プ
リ
と
し
て
使
用
で
き
、

　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
役
立
つ
。
ラ
ン

　ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
発
生
し
な
い
。

問

　地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
事
業

　で
建
物
だ
け
で
な
く
備
品
に
も
適
用
を
。

　特
に
高
齢
者
向
け
と
し
て
。

答

　今
後
、福
祉
面
を
考
え
て
検
討
す
る
。

◆
商
工
観
光
課

問

　観
光
事
務
諸
経
費
で
、
今
回
２
つ
の

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
参
画
で
あ
る
が
、
費

　用
対
効
果
や
、
本
町
が
進
ん
で
計
画
を

　リ
ー
ド
す
る
方
向
は
。

答

　参
画
の
目
的
が
各
々
あ
り
、
情
報
交

　換
な
ど
費
用
対
効
果
を
考
え
、
次
へ
の

　展
開
を
図
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

◆
建
設
課

問

　領
家
歩
道
橋
工
事
の
変
更
に
つ
い
て

　の
、
内
容
説
明
と
今
後
の
方
向
は
。

答

　再
度
全
協
等
で
詳
細
を
説
明
す
る
。

◆
学
校
教
育
課

問

　遠
隔
授
業
研
修
シ
ス
テ
ム
の
今
後
の

　展
開
は
ど
う
な
の
か
。

答

　県
の
事
業
で
全
小
中
学
校
に
展
開
し
、

　学
校
間
で
の
授
業
、
研
修
に
活
用
す
る
。

問

　地
域
と
進
め
る
体
験
事
業
の
内
容
と

　今
後
の
展
開
は
。

答

　今
ま
で
も
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
県

　の
事
業
と
し
て
今
年
は
１
校
、
来
年
は

　４
校
、
次
々
年
度
は
５
校
で
実
施
す
る
。

問

　武
道
場
建
設
は
国
体
の
た
め
な
ら
財

　源
（
補
助
）
を
県
か
ら
受
け
ら
れ
な
い

　の
か
。

　
　ま
た
今
後
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
役
立

　て
る
方
向
性
は
。

答

　国
体
終
了
後
、
町
の
資
産
と
な
る
関

　係
か
ら
補
助
対
象
と
は
な
ら
な
い
が
、

　武
道
場
（
サ
ブ
体
育
館
）
と
し
て
、
ま

　た
、
今
後
は
社
会
体
育
活
用
面
で
の
活

　用
も
考
え
て
い
き
た
い
。
（
バ
ス
ケ
ッ

　ト
の
町
と
し
て
）

主
な
質
疑
応
答

万
円
万
円

万
円
万
円
万万万万万
円1億7,8301億7,830

領家歩道橋架設附帯工事他領家歩道橋架設附帯工事他領家歩道橋架設附帯工事他
（総額約8000万円）

万
円
万
円
万万万万万
円1,6301,630

周遊･滞在型観光担当負担金
（総額約1300万円　2プロジェクトに参加　福井エリア400万円･奥越エリア900万円）
周遊･滞在型観光担当負担金周遊･滞在型観光担当負担金 万

円
万
円

2プロジェクトに参加　福井エリア400万円･奥越エリア900万円）

万万万万万
円140140

自治会管理防犯灯補助自治会管理防犯灯補助自治会管理防犯灯補助 万
円
万
円
万万万万万
円160160

消防団員用耐切創手袋消防団員用耐切創手袋消防団員用耐切創手袋
（総額約650万円　消防団員全員に支給）

（総額約670万円　67地区の申請）

万
円
万
円
万万万万万
円100100

万万万万万
円2億10002億1000

新しい永平寺門前イメージ

常 任 委 員 会 報 告常 任 委 員 会 報 告
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　今
回
は
産
業
建
設
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、

本
定
例
議
会
で
の
付
託
議
案
は
な
し
、
行
政
報

告
の
み
。

一
、
建
設
課…

中
部
縦
貫
自
動
車
道
永
平
寺
イ

ン
タ
ー
と
永
平
寺
口
と
の
ア
ク
セ
ス
道
に
つ
い

て
今
現
在
は
、
東
古
市
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に

て
協
議
を
し
て
い
る
。

　松
岡
中
学
校
武
道
場
建
設
に
と
も
な
い
、
周

辺
の
道
路
計
画
、
駐
車
場
・
歩
道
を
整
備
す
る

計
画
で
測
量
設
計
を
進
め
て
い
る
。

二
、
農
林
課…

公
有
財
産
無
償
譲
渡
契
約
書
の

報
告
（
永
平
寺
町
林
業
振
興
集
会
セ
ン
タ
ー
の

譲
与
）
本
件
建
物
の
譲
渡
日
は
、
平
成
28
年
６

月
10
日
と
す
る
。

三
、
商
工
観
光
課…

永
平
寺
町
地
域
資
源
テ
ス

ト
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
（
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
マ

ル
シ
ェ
で
の
開
催
）
、
ブ
ー
ス
で
の
販
売
Ｐ

Ｒ
、
永
平
寺
大
燈
籠
な
が
し
Ｐ
Ｒ
、
野
菜
の
販

売
（
ピ
ク
ニ
ッ
ク
コ
ー
ン
、
ニ
ン
ニ
ク
、
玉
ネ

ギ
、
ご
ま
豆
腐
加
工
食
品
、
永
平
寺
そ
ば
の
実

演
販
売
な
ど
）
永
平
寺
除
夜
の
鐘
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
Ｐ
Ｒ
。

　当
委
員
会
は
、
６
月
13
日
委
員
全
員
出
席
の

も
と
、
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

（
付
託
議
案
）

議
案
第
37
号

　永
平
寺
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　建
物
の
４
階
以
上
に
あ
る
小
規
模
保
育
事
業

の
非
常
階
段
に
係
わ
る
規
則
が
合
理
化
さ
れ
た

た
め
、
同
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
、
全
員
賛

成
で
可
決
さ
れ
た
。

そ
の
他

・
公
民
館
活
動
に
つ
い
て

　研
究
テ
ー
マ
「
公
民
館
が
地
域
作
り
の
拠
点

と
な
る
た
め
に
」
の
調
査
活
動
と
し
て
、
本
町

の
実
態
を
聞
い
た
。
小
学
校
区
ご
と
に
７
公
民

館
が
あ
り
、
館
長
７
名
、
嘱
託
主
事
２
名
配
置

し
て
い
る
。
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
地
域
住
民

の
意
向
を
適
切
に
反
映
し
た
運
営
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　委
員
か
ら
は
、
職
員
も
福
井
市
の
公
民
館
活

動
が
活
発
な
の
で
、
視
察
に
行
く
よ
う
に
提
案

が
あ
っ
た
。

本
町
の
公
民
館
活
動
を
さ
ぐ
る

付
託
案
件
の
議
案
第
38
号
１
案
審
議
成
る

陳
情
第
１
号
１
案

　否
決

国
体
に
向
け
、周
辺
の
駐
車
場
、歩
道
の
道
路
計
画
を

　本
委
員
会
は
６
月
10
日
に
全
委

員
出
席
の
も
と
開
催
し
、
総
務
関

係
に
付
託
さ
れ
た
２
案
件
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
し
た
。

議
案
第
38
号

　消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
（
Ｃ
Ｄ―

１
型
）
の
取
得
に
つ

い
て

陳
情
第
１
号

　所
得
税
法
第
５
６

条
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書
採
択

に
つ
い
て

（
主
な
意
見
・
確
認
）

議
案
第
38
号
関
係

①
今
回
更
新
さ
れ
る
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
（
Ｃ
Ｄ―

１
型
）
１
台

は
、
吉
野
分
団
に
配
備
さ
れ
、
特

徴
は
４
Ｗ
Ｄ
駆
動
で
特
に
計
器
類

の
見
や
す
い
配
置
に
設
計
さ
れ
操

作
性
に
優
れ
、
ポ
ン
プ
の
能
力
は

Ａ―

２
級
で
毎
分
２
０
０
０
㍑
以

上
の
放
水
能
力
を
有
す
る
。

陳
情

　第
１
号

①
こ
の
陳
情
書
の
表
記
に
「
廃

止
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

前
に
「
改
正
」
法
案
が
先
に
示
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
国
に
お

い
て
も
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
時
期

尚
早
で
あ
り
意
見
書
を
提
出
す
べ

き
で
段
階
で
な
い
。

②
（
事
業
か
ら
対
価
を
受
け
る
親

族
が
あ
る
場
合
の
必
要
経
費
の
特

例
）
の
第
56
条
で
は
、
配
偶
者
そ

の
他
の
親
族
が
事
業
に
従
事
し
た

と
き
、
そ
の
対
価
は
必
要
経
費
に

算
入
し
な
い
と
し
て
い
る
が
、

（
事
業
に
従
事
す
る
親
族
が
あ
る

場
合
の
必
要
経
費
の
特
例
等
）
の

第
57
条
に
お
い
て
、
青
色
申
告
す

る
こ
と
で
、
配
偶
者
そ
の
他
の
親

族
が
従
事
し
た
対
価
を
必
要
経
費

に
算
入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

③
所
得
税
法
第
56
条
は
、
恣
意
的

な
所
得
の
分
配
を
防
止
す
る
た
め

に
も
必
要
で
あ
る
。

④
こ
の
陳
情
書
の
要
旨
の
中
で
、

家
族
の
人
権
や
女
性
の
差
別
撤
廃

な
ど
の
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
条
文
の
趣
旨
に
適
さ
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
に

は
賛
同
で
き
ず
、
採
決
の
結
果
、

委
員
会
全
員
一
致
に
よ
り
不
採
択

と
す
る
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

　委
員
長

　滝
波
登
喜
男

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　委
員
長

　朝
井
征
一
郎

総
務
常
任
委
員
会

　委
員
長

　中
村
勘
太
郎
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一般質問

8

給
食
の
内
容
に
つ
い
て
賛
否

両
論
あ
る
が
、
今
後
の
対
応

は
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
給
食

の
無
償
化
は
保
護
者
の
経
済

的
負
担
軽
減
と
食
教
育
の
充

実
を
目
的
と
し
て
お
り
、
今

後
も
継
続
の
方
針
。

問　
熊
本
地
震
か
ら
永
平
寺

町
の
庁
舎
は
大
丈
夫
か
。
ま

た
、
活
断
層
は
。

総
務
課
長　

本
庁
舎
は
、
22

年
に
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

25
年
～
26
年
の
２
ヶ
年
で
耐

震
補
強
工
事
を
施
工
し
た
。

ま
た
、
本
町
に
は
２
本
の
活

断
層
と
周
辺
に
も
幾
つ
か
の

活
断
層
が
あ
る
。

川 治  孝 行 議員

問 議会と語ろう会を顧みて

答 民意に沿った政策を推進

問　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
と
は
。

総
合
政
策
課
長　

人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
を
緩
や
か

に
す
る
た
め
国
が
定
め
た

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

く
、
日
本
の
経
済
、
人
の
流

れ
を
好
循
環
さ
せ
る
た
め
の

総
合
計
画
。

問　
地
域
版
総
合
戦
略
プ
ラ

ン
と
は
何
か
。
ま
た
、
事
業

内
容
と
計
画
は
。

総
合
政
策
課
長　

国
が
策
定

し
た
総
合
戦
略
が
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
で
あ
り
、
市
町
が
策
定

し
た
施
策
を
地
方
版
総
合
戦

略
と
い
う
。
永
平
寺
町
は
４

つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
４
月

に
総
合
戦
略
概
要
版
を
作
成

し
各
戸
に
配
布
し
た
。

問　
ブ
ラ
ン
ド
と
は
何

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

社
会
に
と

っ
て
有
意
義
な
魅
力
あ
る
個

性
と
、
町
独
自
の
価
値
観
を

提
供
す
る
こ
と
。
ま
た
、
新

た
な
魅
力
や
体
験
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
多
く
の
人
が
永

平
寺
町
へ
の
居
住
意
識
の
高

揚
等
に
効
果
が
あ
る
と
思

う
。

問　
人
口
減
少
に
伴
っ

て
、
小
中
学
校
の
統
合
に
関

す
る
質
問
が
多
い
が
、
今
後

の
対
応
は
。

教
育
長　

統
合
に
つ
い
て

は
、
時
期
尚
早
と
考
え
る
。

今
後
子
育
て
に
優
し
い
町
づ

く
り
、
給
食
の
無
償
化
を
Ｐ

Ｒ
し
、
宅
地
造
成
と
少
子
化

対
策
を
進
め
地
域
に
根
差
し

た
学
校
づ
く
り
を
進
め
る
観

点
か
ら
、
存
続
に
向
け
努
力

す
る
。

問　
町
内
の
若
者
達
が
春
江

方
面
に
移
住
す
る
要
因
は
何

か
。

総
合
政
策
課
長　

春
江
地
区

は
幹
線
道
路
に
近
く
、
公
共

交
通
の
利
便
性
・
病
院
・
学

校
・
ス
ー
パ
ー
の
立
地
、
住

宅
環
境
の
整
備
等
が
第
一
の

要
因
と
思
う
。

問　
学
校
給
食
の
無
償
化
と

浅見集落生活改善センター

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
中
山
間
地
域
整
備
に
つ

い
て
」

南越前町　定数14
総務文教常任委員会（7）
総　　務 教　　育

産業厚生常任委員会（7）
民　　生 産業建設

委員長　滝波登喜男議会行財政改革特別委員会報告議会行財政改革特別委員会報告

　５月30日、委員会開催要請書（Ａ）が提出さ
れました。
　議会は本来、全員で審議し決定していくもの
（本会議主義）ですが、多数の議員での審議は深
まらないため、少人数の委員会を設け、行政事務
に関する調査や、議案、請願等の審査を行ってい
ます。（委員会主義）
　現在常任委員会は４つあり、全員で構成する予
算決算常任委員会の他に、６人で構成する総務・
教育民生・産業建設の３常任委員会があります。
　今回の提案は、次の14人体制への移行をス
ムーズに行うため、残り２年間を３常任委員会か
ら２常任委員会にすることを試行的に行い、課題
を見つけ出そうというものです。
　あまりにも突然の提案であり、急を要すること
から、６月議会終了後の７月５日､15日に協議し
ました。
　まず、提案に対する意見をそれぞれ聞き、整理
した結果、各委員より現状と将来についての意見
（Ｂ）が出されました。その一つ一つの課題を解
決するための改善策を探りながら、最終的に２委
員会がいいかどうか、別の方法がいいのかなどの
答えを出していきたいと思います。町民のための
議会を目指して、より審議を深め、よい取り組み

をしていきます。
　なお、県内町議会常任委員会の状況（Ｃ）を載
せましたので、ご参照ください。

議会行財政改革特別委員会委員長　殿

議会行財政改革特別委員会の開催要請

　議会行財政改革特別委員会で昨年来、審議を重
ね、議員定数については委員会として一定の結論
を出した。この議員定数の方向性を討議したベー
スには、近隣自治体をはじめ他自治体の委員会構
成や、合議体としての有効議員定数は７～８人と
いう、委員会構成員数の経験則からの研究者報告
等をも照らし合わせながら、各議員が判断した結
果である。
　この６月議会において結論を出し、７月の委員
会委員の再編に間に合わせ、次の一般選挙までに
試行・習熟し、課題を見つけ出すレールを敷くこ
とが、議員定数に一定の結論を出した現在の議会
行財政改革特別委員会委員の責務であり、２年が
経過した一般選挙の後ではその後の議会活動の停
滞を招くと考える。
　　　　　　　　　　　　　　　  （以下 省略）

永平寺町　定数18

総務常任委員会（6）
総　　務

教育民生常任委員会（6）
教育民生

産業建設常任委員会（6）
産業建設

（Ａ）

（Ｂ）

（Ｃ）

議員14人体制後の委員会を考える
　５月30日、委員会開催要請書（Ａ）が提出さ をしていきます。

議員14人体制後の委員会を考える議員14人体制後の委員会を考える

池田町　定数 ８
総務厚生常任委員会（４）
総　　務 民　　生

文教経済常任委員会（４）
教　　育 産業建設

越前町　定数14
総務文教厚生常任委員会（8）
総　　務 民生

産業土木常任委員会（6）
産業建設

美浜町　定数14
総務文教常任委員会（7）
総　　務 教　　育

産業厚生常任委員会（7）
民　　生 産業建設

高浜町　定数14
総務産業常任委員会（7）
総　　務 産業建設

厚生文教常任委員会（7）
教育民生

若狭町　定数14
総務産業常任委員会（7）
総　　務 産業建設

教育厚生常任委員会（7）
教育民生

おおい町　定数14
総務常任委員会（8）

総　　務 教育民生
産業建設常任委員会（6）

産業建設

県
内
町
議
会

　
常
任
委
員
会
の
状
況

答えを出していきたいと思います。町民のための
議会を目指して、より審議を深め、よい取り組み 　　　　　　　　　　　　　　　  （以下 省略）

池田町　定数 ８
県
内
町
議
会

（Ｂ）

総務厚生常任委員会（４） 文教経済常任委員会（４）総務厚生常任委員会（４）

３委員会の現状

・１委員会６人では論議が不十分であり、専門家が言われてい
　る７～８人とすれば、十分な調査、審査できる。
・委員会に付託される案件が少なく、２つにしても支障がない。
・３常任委員会は予算審議ができない。
・幅広い分野を審議したいが､他の委員会は参加できない。

将来に向けて

・定数14人体制時にスムーズに移行で
　きるよう、試行的に２委員会とする。
・２年後の新体制に向けて十分調査・
　研究する。
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問 物品購入の実態現況は

答 できるだけ町内業者で対応

上 坂  久 則 議員

問 障がい者施設の存続と増設を

答 支援していきたい

長岡千惠子議員

小 畑  　 傅 議員

問

答

城下町・松岡のアピールを

文化財として保存の方向

て
、
そ
の
外
側
に
住
ま
い
が

あ
っ
た
。外
堀
を
囲
む
よ
う

に
作
ら
れ
た
町
屋
や
鍵
型
に

通
る
道
（
12
曲
が
り
）
は
、

ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
お

り
城
下
町
の
名
残
を
留
め
て

い
る
。
し
か
も
、
現
在
も
普

段
の
生
活
道
路
と
し
て
充
分

に
適
応
し
て
い
る
。
こ
の
12

曲
が
り
を
松
岡
の
観
光
ス
ポ

ッ
ト
の
一
つ
に
し
て
は
と
思

う
。

生
涯
学
習
課
長　

特
徴
あ
る

道
路
を
守
り
広
く
紹
介
し
、

文
化
財
と
し
て
保
存
・
保
護

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

総
合
政
策
課
長　

今
回
の
事

業
の
中
で
、
散
策
に
よ
る
魅

力
づ
く
り
と
し
て
観
光
客
お

よ
び
町
民
に
紹
介
し
、
町
の

歴
史
認
識
を
深
め
る
た
め
に

案
内
看
板
を
設
置
し
た
い
。

問　
旧
織
物
会
館
跡
地
に
ふ

る
さ
と
創
造
拠
点
施
設
が
来

年
３
月
に
完
成
す
る
。
観
光

情
報
発
信
も
目
的
の
一
つ
で

こ
の
機
会
に
３
６
０
年
前
の

松
岡
藩
を
顧
み
て
、
観
光
資

源
の
掘
り
起
こ
し
が
で
き
た

ら
と
思
う
。
当
時
芝
原
（
志

比
原
）
の
庄
に
松
平
昌
勝
公

が
福
井
藩
の
分
藩
と
し
て
５

万
石
を
拝
領
し
、
こ
の
地
を

松
岡
と
命
名
す
る
。
昌
勝
公

18
歳
（
１
６
５
４
年
）
の
時

松
岡
に
入
部
し
、
河
岸
段
丘

を
利
用
し
た
今
の
「
お
館
つ

ば
き
」
の
所
に
居
を
構

え
、
塀
・
内
堀
の
周
り

に
、
上
級
・
中
級
武
士

の
館
が
囲
み
、
そ
の
外

側
は
堀
と
塀
で
囲
ま
れ

て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の

周
り
を
、
武
家
社
会
を

補
完
す
る
町
人
・
職
人

の
町
屋
が
軒
を
並
べ
、

そ
し
て
下
級
武
士
は
町

屋
を
挟
む
よ
う
に
し

問　
地
域
活
動
支
援
で
活
動

し
て
い
る
事
業
者
に
有
資
格

者
の
配
置
は
、
自
己
解
決
が

必
要
と
思
う
が
、
有
資
格
者

の
採
用
は
経
費
的
に
も
難
し

い
。
町
の
対
応
は
。

福
祉
保
健
課
長　

体
制
を

整
え
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

く
。
金
銭
的
に
は
補
助
や
委

託
を
検
討
し
た
い
。

問　
現
在
永
平
寺
保
健
セ
ン

タ
ー
を
利
用
し
て
い
る
施
設

が
永
平
寺
支
所
に
移
転
す
る

と
聞
く
。
障
が
い
児
の
施
設

を
支
所
の
階
上
へ
移
転
す
る

の
は
危
険
で
は
な
い
の
か
。

永
平
寺
支
所
長　

永
平
寺
支

所
２
階
の
第
１
会
議
室
と
第

２
会
議
室
で
検
討
。
支
所
２

階
に
は
障
が
い
者
用
ト
イ

レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
備

も
有
り
一
番
適
し
て
い
る
と

考
え
る
。

問　
障
が
い
児
の
就
労
に
つ

い
て
、
町
の
対
応
は
。

福
祉
保
健
課
長　

ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
っ
た
方
が
施
設
を
立
ち

上
げ
て
ほ
し
い
。
福
祉
基
金

の
活
用
も
検
討
し
て
支
援
し

た
い
。

性
を
考
慮
し
て
本
庁
に
設
置

し
た
い
。

問　
福
祉
現
場
で
は
、
目

に
は
見
え
な
い
苦
労
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
労
働
環
境
整
備

（
俸
給
改
善
を
含
め
て
）す

指
示
し
て
い
る
。

問　
町
外
業
者
の
活
用
は
消

防
本
部
が
目
立
つ
が
。

消
防
長　

救
急
関
係
、
ホ
ー

ス
等
の
特
殊
・
専
門
分
野
を

除
い
て
町
内
業
者
か
ら
調
達

し
て
い
る
。

問　
役
場
の
考
え
方
（
姿

勢
）
単
価
だ
け
の
購
入
基
準

か
、
町
内
業
者
へ
の
優
先
差

が
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　

原
則
と
し
て
、

で
き
る
だ
け
町
内
業
者
か
ら

の
購
入
を
促
進
し
て
い
る
。

消
耗
品
47
％
、
賄
い
材
料
費

62
％
、
印
刷
製
本
費
60
％
、

燃
料
費
１
０
０
％
の
活
用

率
。

問　
詳
細
な
資
料
を
見
る
と

概
ね
理
解
で
き
る
が
、
改
善

の
幅
は
ま
だ
あ
る
。

町
長　

町
内
購
入
の
優
先
を

問　
４
月
14
日
に
発
生
し
た

熊
本
・
大
分
地
震
。
短
い
周

期
に
震
度
７
が
二
度
も
襲
い

人
的
に
も
物
的
に
も
大
き
な

被
害
を
与
え
て
い
る
。
そ
ん

な
中
、
行
政
の
対
応
は
。

町
長　

全
町
職
員
を
対
象
に

非
常
招
集
訓
練
な
ど
行
っ
て

い
る
。
ま
ず
家
族
の
安
否
確

認
（
自
助
）
を
し
て
か
ら
出

て
く
る
よ
う
に
し
、
情
報
収

集
の
一
元
化
に
臨
機
応
変
に

対
応
し
た
い
。
し
か
し
行
政

（
公
助
）
だ
け
で
は
う
ま
く

機
能
し
な
い
。
昨
年
は
65
名

の
方
に
防
災
士
の
資
格
を
取

っ
て
も
ら
っ
た
が
、
多
く
の

町
民
の
方
が
取
っ
て
い
た
だ

き
防
災
へ
の
理
解
を
高
め
て

ほ
し
い
。

問　
昨
年
、
中
学
生
海
外
派

遣
で
、
渡
航
先
を
変
更
す
る

と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
変
更

後
の
渡
航
先
は
。
そ
の
理
由

は
。

生
涯
学
習
課
長　

検
討
会

は
、
派
遣
先
を
米
国
シ
ア
ト

ル
、
実
施
時
期
と
期
間
は
来

年
３
月
に
５
泊
７
日
で
検
討

中
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
英
語
の

ほ
か
多
国
語
を
使
用
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
時
に
困
惑
し
た

と
い
う
報
告
。
中
学
生
の
英

語
力
向
上
の
観
点
か
ら
派
遣

先
を
検
討
し
た
。

問　
派
遣
先
が
ア
メ
リ
カ
と

聞
く
と
安
全
面
の
確
保
は
大

問　
現
況
の
考
え
方
は
。

町
長　

委
託
は
し
て
い
ま
す

が
設
置
義
務
・
管
理
責
任
は

町
行
政
に
あ
る
。

福
祉
保
健
課
長　

専
門
職
員

を
適
正
配
置
。
場
所
は
利
便

江戸時代の松岡藩

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
観
光
物
産
協
会
の
活
用

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
」

中学生海外派遣事業

丈
夫
な
の
か
。

生
涯
学
習
課
長　

治
安
の
よ

い
地
区
と
の
報
告
。
現
地
で

は
、
添
乗
員
・
現
地
ス
タ
ッ

フ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

対
応
す
る
体
制
。

問　
募
集
人
数
や
保
護
者
負

担
額
は
。

生
涯
学
習
課
長　

募
集
は
15

名
ま
で
ぐ
ら
い
。
保
護
者
負

担
額
は
ほ
ぼ
同
額
。

問　
家
が
裕
福
で
な
く
て
も

本
人
の
努
力
に
よ
っ
て
参
加

で
き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
ら
な

い
の
か
。

教
育
長　

家
庭
の
経
済
的
な

理
由
で
参
加
で
き
な
い
場
合

に
、
補
助
を
ど
う
の
と
い
う

こ
と
は
つ
ら
い
問
題
で
あ
る

が
、
検
討
す
る
余
地
は
あ
る

中
学
生
海
外
派
遣

　
　
　
　
事
業
の
内
容
は

15
名
を
米
国
シ
ア
ト
ル
へ

問答

べ
き
だ
が
。

町
長　

し
っ
か
り
し
た
環
境

で
労
働
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。

問　
介
護
保
険
制
度
の
変
更

で
、
要
支
援
１
・
２
の
サ
ー

ビ
ス
は
ど
う
な
る
の
か
。
現

況
の
考
え
方
は
。

福
祉
保
健
課
長　

来
年
４
月

よ
り
、
通
所
介
護
・
訪
問
介

護
は
地
域
支
援
事
業
へ
と
移

熊本・大分
地震級が襲ったら
自助・近助・共助
　  ・公助で対応

問

答

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
向
性
は

本
庁
へ
移
設
し
、
充
実
を
図
る

問答

行
す
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
躍
を
期
待
し
、
活
動
費
用

の
補
助
を
考
え
て
い
る
。

と
思
う
。
検
討
会
や
町
長
部

局
と
も
協
議
し
て
い
く
。

介
護
保
険
制
度
の
変
更
で

　

 

サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る

地
域
支
援
事
業
へ
の
移
行

問答
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問「情報・発信」の方法を今一度

答 さらなる「伝達法」に取組む

長谷川治人議員

齋 藤  則 男 議員

問 夢の持てる
　　　　福祉のまちづくりを

答 地域で支え合うサービス提供

問「地域振興支援」に向けて

答 民意重視で取り組む

中村勘太郎議員

部
の
町
民
に
は
理
解
さ
れ
て

い
な
い
。
今
一
度
、発
信
の

良
い
方
法
は
。

総
合
政
策
課
長　

今
、
永

平
寺
町
で
は
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
ま
た
冊

子
等
々
、
様
々
な
媒
体
を
使

い
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

見
や
す
く
て
、
字
も
大
き
く

し
て
伝
え
る
努
力
も
し
て
い

る
。
今
後
と
も
住
民
の
皆
さ

ん
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問　
議
会
と
語
ろ
う
会

で
、
「
企
業
誘
致
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
を
」
と
か
「
商
店
街

活
性
化
方
策
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ

を
」
と
か
「
勝
山
市
、
大
野

市
と
の
３
市
町
の
広
域
連
携

を
」
、
ま
た
「
給
食
費

無
償
化
の
Ｐ
Ｒ
不
足
」

「
小
学
校
の
統
廃
合
問

題
」
等
々
に
つ
い
て
、

町
長
以
下
行
政
側
は
、

区
長
会
始
め
各
種
団
体

等
、
ま
た
、
各
種
チ
ラ

シ
の
配
布
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
等
々
情
報
・
発

信
に
つ
い
て
は
懇
切
丁

寧
に
実
施
さ
れ
て
い
る

と
思
う
が
、
そ
れ
が
一

問　
地
域
お
こ
し
に
つ
い

て
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る

方
々
が
取
り
組
ん
で
い
る
特

産
物
は
。

商
工
観
光
課
長　

レ
ン
ゲ

米
、
鮎
、
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ア

ラ
レ
ガ
コ
、
葉
っ
ぱ
寿
司
、

ピ
ク
ニ
ッ
ク
コ
ー
ン
、
玉
ネ

ギ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
ご
ま
豆

腐
、
そ
ば
、
木
工
品
、
染
め

物
な
ど
様
々
な
特
産
物
。

問　
地
域
お
こ
し
に
携
わ

っ
て
い
る
方
々
は
町
民
だ
け

で
な
く
、
例
え
ば
、
県
立
大

学
海
洋
資
源
学
部
田
原
准
教

授
や
若
狭
高
校
海
洋
学
科
の

方
々
が
、
九
頭
竜
川
の
ア
ラ

レ
ガ
コ
復
活
を
目
指
し
、
食

す
る
文
化
や
生
育
環
境
の
保

全
に
取
り
組
み
、
現
在
年
間

千
匹
の
成
魚
が
育
つ
研
究
に

成
功
し
た
が
、
「
養
殖
規
模

拡
大
や
販
路
開
拓
を
考
え
れ

ば
、
技
術
を
い
か
に
民
間
に

つ
な
げ
る
か
が
課
題
」
と
言

い
切
る
。
町
の
食
文
化
の
復

活
（
ブ
ラ
ン
ド
化
）
に
向
け

て
の
認
識
は
。

農
林
課
長　

ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
、
県
立
大
学
お
よ
び
中

部
漁
協
、
関
係
者
と
連
携
を

図
り
情
報
発
信
し
た
い
。

商
工
観
光
課
長　

観
光
物
産

協
会
や
商
工
会
等
と
連
携
強

化
し
食
文
化
の
再
認
識
な

ど
、
情
報
発
信
に
努
め
る
。

問　
ア
ラ
レ
ガ
コ
の
食
文
化

で
ま
ち
お
こ
し
に
努
力
し
て

い
る
方
々
が
、
元
気
で
取
り

組
め
る
支
援
は
。

町
長　

こ
の
ブ
ラ
ン
ド
に
付

加
価
値
が
付
き
、
町
内
事
業

者
お
よ
び
農
家
の
皆
さ
ん

が
、
営
業
し
や
す
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
。
永
平
寺
町
の

ブ
ラ
ン
ド
を
利
用
し
た
企
業

が
永
平
寺
町
で
商
売
を
し
た

い
と
結
び
つ
け
る
の
が
最
終

目
標
と
思
う
。

問　
保
健
、
医
療
、
福
祉

の
連
携
は
図
ら
れ
て
い
る
の

か
。
健
康
づ
く
り
と
医
療
と

福
祉
の
垣
根
を
越
え
た
連
携

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

と
っ
て
は
必
要
性
が
高
く
、

地
域
で
の
共
助
も
含
め
、
効

果
的
に
支
え
て
い
く
連
携
の

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
を
。

福
祉
保
健
課
長　

２
０
２
５

年
を
め
ど
に
構
築
を
求
め
ら

れ
て
い
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
通
じ
る
も

の
と
思
う
。

　

医
療
と
介
護
の
連
携
に
お

い
て
は
、
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
が
重
要
。
介
護
サ
ー

ビ
ス
従
事
者
や
、
医
師
、
看

護
師
、
薬
剤
師
、
介
護
施
設

の
生
活
相
談
員
、
多
職
種
の

方
の
集
ま
り
に
よ
る
研
修
会

を
実
施
。
ま
た
、
地
域
ケ
ア

会
議
の
出
席
、
介
護
予
防
事

業
の
取
り
組
み
、
精
神
障
が

い
者
へ
の
訪
問
、
相
談
に

町
の
保
健
師
も
活
動
し
て
い

る
。

町
長　

少
子
・
高
齢
化
、
超

高
齢
化
社
会
が
ど
ん
ど
ん
進

ん
で
い
く
。
新
た
な
形
で
の

地
域
包
括
ケ
ア
、
こ
れ
が
本

当
に
地
域
の
人
、
ま
た
各
種

団
体
の
皆
さ
ん
と
の
連
携
と

い
う
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
地
域
で
支
え
合
う
と
い

う
、
こ
う
い
っ
た
時
代
に
向

け
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
っ
か

り
と
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。

問　
限
界
集
落
１※

に
な
る
と

地
域
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
。
地
域
の
人
た

ち
が
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち

に
限
界
集
落
に
な
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
地
域
住
民
の
協

力
や
、
地
域
、
集
落
と
し
て

の
取
り
組
み
、
そ
の
手
段
、

方
法
等
に
つ
い
て
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
。
限
界
集
落

に
対
す
る
町
の
取
り
組
み

は
。

総
合
政
策
課
長　

一
た
び
限

界
集
落
に
陥
る
と
集
落
内
だ

け
で
自
然
増
が
見
込
め
ず
、

限
界
集
落
と
い
う
状
態
か
ら

脱
す
る
こ
と
が
で
き
に
く
く

な
る
。
ま
ず
は
限
界
集
落
と

い
う
状
態
に
陥
ら
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
も

人
口
減
少
、
少
子
・
高
齢
化

を
身
近
な
問
題
と
捉
え
て
、

ソ
フ
ト
や
ハ
ー
ド
面
の
政
策

を
地
域
、
地
元
と
一
緒
に
考

え
、
協
働
し
て
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
。

（
※
１
）限
界
集
落　

過
疎
化
な

ど
で
人
口
の
50
％
以
上
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
に
な
っ
て
冠
婚

葬
祭
な
ど
社
会
的
共
同
生
活
の

維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
集

落
を
指
す

問　
阪
神
大
震
災
、
東
日

本
大
震
災
、
熊
本
地
震
で
多

く
の
被
災
者
、
避
難
者
が
発

生
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下

で
は
大
型
車
は
通
れ
ず
小
型

車
・
中
型
車
が
役
に
立
つ
。

災
害
時
の
輸
送
力
と
し
て
中

型
車
の
確
保
策
を
講
じ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
避
難
者
へ

の
生
活
物
資
を
運
ぶ
災
害
時

の
輸
送
イ
ン
フ
ラ
対
策
に
つ

い
て
の
考
え
を
。

総
務
課
長　

大
規
模
災
害
に

備
え
る
為
、
災
害
時
に
お
け

災
害
時
の
輸
送

　
　
　
イ
ン
フ
ラ
対
策
で

「
狭
隘
道
路
」で
も

　
　
　
車
両
確
保
十
分
に
検
討

問答

春日 3丁目ふれあい会館

る
応
援
協
定
を
19
ヵ
所
と
締

結
済
み
。
中
で
も
町
内
の
建

設
業
会
と
の
協
定
で
は
、
災

害
時
に
お
け
る
緊
急
車
両
の

通
行
の
確
保
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
道
路

の
寸
断
に
よ
り
災
害
復
旧
に

時
間
を
要
す
る
場
合
に
は
、

自
衛
隊
等
の
出
動
要
請
も
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

特
に
道
路
の
狭
隘
な
部
分
が

通
れ
る
よ
う
な
車
両
の
確
保

も
今
後
十
分
に
検
討
す
る
。

問　
防
災
上
の
安
全
面
で
レ

ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
指
定
さ
れ
て

い
る
場
所（
柴
神
社
近
く
の

県
道
左
側
）だ
が
、行
政
の
認

識
は
。

建
設
課
長　

特
に
大
雨
警
報

時
等
の
降
雨
の
状
況
を
見
な

が
ら
、異
常
が
な
い
か
注
意
し

て
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。

問　
町
民
は
大
変
不
安
だ
。

公
園
改
修
整
備
工
事
や
国
体

に
合
わ
せ
た
中
学
校
武
道
場

施
設
工
事
・
清
水
区
道
路
改

修
工
事
を
含
め
、景
観
形
成

で
き
な
い
か
。

建
設
課
長　

松
岡
公
園
整
備

と
関
連
し
て
の
整
備
は
大
変

困
難
。

副
町
長　

県
道
部
分
も
入
れ
、

早
急
に
対
策
を
協
議
す
る
。

松岡公園近隣の
　 　環境整備も

早急に取り組む

問

答

アラレガコの甘露煮

限
界
集
落
の
対
策
は

陥
ら
な
い
よ
う
に
す
る

問答
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問 障がい者差別解消法の窓口は

答

酒 井  　 要 議員

福祉保健課で対応

問 災害に強い町を

答 自主防災連協と連携強化

朝井征一郎議員

問

答 積極的に取り組む

江 守 　  勲 議員

クラウドファンディングの活用を

問　
町
づ
く
り
会
社
設
立
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
な

か
、
町
づ
く
り
会
社
で
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
取

り
入
れ
た
方
が
良
い
と
考
え

る
が
、
調
査
研
究
は
さ
れ
て

い
る
の
か
。

町
長　

新
し
い
形
の
民
間
資

金
の
活
用
方
法
と
し
て
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

大
き
な
選
択
肢
の
１
つ
と
考

え
て
い
る
。
購
入
型
・
投
資

型
・
寄
付
型
が
あ

る
が
、
永
平
寺
町

と
し
て
は
寄
付
型

を
メ
イ
ン
で
や
っ

て
い
き
た
い
。
ま

た
、
大
き
な
事
業

の
中
で
１※

Ｐ
Ｐ
Ｐ

や
２※

Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど

も
あ
り
、
研
究
を

重
ね
、な
る
べ
く

民
間
資
金
の
活
用

を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た

い
。

問　
町
の
財
源
が
厳
し
く
な

る
中
、補
助
金
な
ど
に
も
限

界
が
あ
る
と
思
う
が
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
町

民
提
案
や
町
づ
く
り
に
積
極

的
な
住
民
参
加
が
見
込
め
る

と
思
う
が
。

総
合
政
策
課
長　

ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
資

金
調
達
の
性
質
上
、
事
業
の

実
現
と
い
う
同
じ
意
思
を
持

っ
た
方
々
か
ら
の
資
金
提
供

と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
町
づ

く
り
に
積
極
的
な
住
民
参
加

や
資
金
提
供
が
見
込
め
る
と

考
え
て
い
る
。

問　
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
作
り

や
新
商
品
の
開
発
な
ど
に
も

有
効
的
で
あ
り
、
地
元
の
活

問　
障
が
い
者
っ
て
ど
ん

な
人
が
い
る
か
。
知
的
障
が

い
・
精
神
障
が
い
人
も
手
足

の
悪
い
肢
体
、
目
の
見
え
な

い
人
、
内
部
障
が
い
の
人
、

そ
の
他
も
っ
と
多
く
の
障
が

い
を
持
っ
た
人
が
い
る
。
そ

の
辺
は
役
場
職
員
の
方
も
ぜ

ひ
区
別
な
く
相
談
相
手
に
な

っ
て
ほ
し
い
。
障
が
い
手
帳

を
持
っ
て
い
な
く
て
も
障
が

い
を
持
っ
た
方
は
た
く
さ
ん

い
る
。
私
自
身
は
強
調
し
た

い
。

福
祉
保
健
課
長　

永
平
寺
町

で
は
法
施
行
に
伴
い
、
対
応

要
領
と
い
う
の
を
定
め
た
。

国
が
示
す
対
応
要
領
や
、
主

務
大
臣
が
示
す
対
応
指
針
と

い
う
の
も
あ
る
。
こ
ち
ら
に

合
わ
せ
て
、
永
平
寺
町
職
員

の
対
応
要
領
と
い
う
の
を
定

め
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
関

係
職
員
に
啓
発
し
て
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

問　
障
が
い
者
も
普
通
の
人

と
生
活
を
し
た
い
。
理
事
者

側
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。

問　
町
民
全
体
、
ま
た
役

場
の
職
員
全
員
に
理
解
し
て

も
ら
う
気
持
ち
で
話
を
す

る
。
わ
か
り
や
す
く
言
え

ば
、
他
の
人
と
の
平
等
を
つ

く
り
だ
す
、
同
じ
よ
う
に
働

け
る
、
ま
た
、
同
じ
よ
う
に

楽
し
め
る
、
こ
の
よ
う
な
条

件
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思

う
。
障
が
い
が
あ
る
か
ら
相

談
し
た
く
て
も
相
談
す
る
と

こ
ろ
が
分
か
ら
な
い
、
一
人

で
悩
む
障
が
い
者
が
い
る
の

で
場
所
を
教
え
て
ほ
し
い
。

福
祉
保
健
課
長　

障
が
い
者

差
別
解
消
法
の
施
行
に
よ
り

行
政
機
関
は
法
的
義
務
が
、

民
間
事
業
者
は
努
力
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
。
職
員

は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
の
住
民

の
方
に
つ
い
て
も
自
己
啓
発

を
お
願
い
し
た
い
。
相
談
は

福
祉
保
健
課
で
対
応
し
て
い

る
。

性
化
や
創
業
支
援
な
ど
や
る

気
の
あ
る
人
た
ち
の
後
押
し

に
な
る
と
思
う
が
。

総
合
政
策
課
長　

新
た
な
ブ

ラ
ン
ド
作
り
や
新
商
品
の
開

発
、
地
元
の
活
性
化
や
創
業

支
援
な
ど
や
る
気
の
あ
る
人

た
ち
が
優
れ
た
事
業
提
案
を

し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
資
金
調
達
が
で
き
れ

ば
、
金
融
機
関
か
ら
の
借
り

入
れ
や
行
政
か
ら
の
補
助
金

の
他
に
資
金
獲
得
の
方
法
を

得
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ま

で
資
金
面
で
事
業
家
を
断
念

し
て
き
た
方
々
に
と
っ
て
も

有
効
な
資
金
獲
得
の
手
段
と

考
え
て
い
る
。

問　
民
間
の
知
恵
や
資
金
調

達
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て

い
く
べ
き
で
は
。

総
合
政
策
課
長　

民
間
の
知

恵
や
資
金
調
達
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
、
町
づ
く
り
会
社

て
、
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

議
会
の
見
直
し
を
。

総
務
課
長　

地
区
で
開
催
さ

れ
る
防
災
訓
練
や
講
習
会
に

出
向
し
、
緊
急
指
定
避
難

所
、
広
域
指
定
避
難
所
、
福

祉
避
難
所
の
広
報
を
し
て
い

る
。
７
割
の
地
区
の
自
主
防

災
組
織
リ
ー
ダ
ー
が
専
属
と

な
っ
て
い
る
の
で
、
自
助
、

共
助
が
機
能
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

問　
福
井
地
震
か
ら
68
年
に

な
り
、
福
井
県
内
の
活
断
層

で
は
福
井
平
野
東
遠
断
層
帯

主
部
が
確
率
。
今
回
の
熊
本

地
震
を
教
訓
に
、
永
平
寺
町

の
防
災
組
織
、
防
災
計
画
、

防
災
連
絡
の
手
引
、
ハ
ー
ド

マ
ッ
プ
な
ど
配
布
し
て
い
る

が
、
い
ま
だ
に
住
民
へ
の
啓

発
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で

は
。
今
、
自
主
防
災
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
を
中
心
に
自
助
、

近
助
、
共
助
の
部
分
を
進
め

問　
市
荒
川
発
電
所
で
、
地

震
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合

ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。
地
震
発
生
時
に

関
電
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
耐
震
診
断
を
し

て
い
る
の
か
。
耐
用
年
数
は

ど
う
な
の
か
。

総
務
課
長　

地
震
発
生
時
に

は
、
ダ
ム
管
理
所
や
給
電
制

御
所
か
ら
カ
メ
ラ
よ
る
監
視

等
に
よ
り
被
害
状
況
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
異
常
が
確

認
さ
れ
た
場
合
、
ダ
ム
地
点

で
水
路
へ
の
水
の
供
給
を
遮

断
し
て
い
る
。
定
期
的
な
点

検
、
調
査
を
行
い
、
必
要
が

あ
れ
ば
改
良
、
修
繕
を
行

い
、
設
備
の
保
全
、
運
用
に

市荒川発電所

市
荒
川
発
電
所
の
災
害
対
策
を

安
全
性
を
基
に
対
応

問答

（
※
１
）Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
は
、
公
民
が

連
携
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
行
う
こ
と
。

（
※
２
）Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、公
共
施
設

等
の
建
設
、維
持
管
理
、運
営
等

に
民
間
の
資
金
を
活
用
す
る
こ
と

の
運
営
や
事
業
計
画
に
お
い

て
様
々
な
手
法
の
調
査
研
究

に
取
り
組
み
た
い
。

万
全
を
期
し
て
い
る
。

［本会議］
８月29日（月） １０時～

［一般質問］
９月５日（月）６日（火）７日（水）

 １０時～ 

［予算決算常任委員会］
９月８日（木） ９時～

［本会議］
９月14日（水） １０時～ 
【予備日】15日（木）

第6回 ９月定例会第6回 ９月定例会
（予定）

生中継

○日程は、都合により変更になる場合
　がありますので、ご了承ください。
○会議は傍聴することができます。
　役場本庁西側の階段を上がって、
　３階議場傍聴席にお越しください。
○車椅子でお越しの方は、事務局まで
　ご連絡ください。（61-3950）

ぜひ、傍聴に来てね
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奥 野  正 司 議員

問

答

熊本地震の想定外から学べ

常在活断層の防災対策推進を図る

上  田   誠 議員

問「町づくり会社」　持続可能なのか

答 51％以上の
　出資＋民間出資で

樂 間 　  薫 議員

問

答

芝原用水の暗渠化工事は完了か

一部来年度施工予定

問　
想
定
外
①
地
震
が
発
生

し
に
く
い
と
思
わ
れ
て
い
た

地
域
②
２
度
の
震
度
７
の
地

震
発
生
③
新
耐
震
基
準
後
家

屋
、
新
耐
震
基
準
強
化
改
正

後
の
木
造
家
屋
も
倒
壊
、全

壊
続
出
。

　

本
町
建
築
物
耐
震
改
修
促

進
計
画
の
建
築
物
耐
震
化
率

の
目
標
と
Ｈ
27
推
計
値
は
。

建
設
課
長　

民
間
住
宅
耐
震

化
率
目
標
90
％
推
計
73
％
、

特
定
建
築
物
目
標
95
％
推
計

89
・
２
％
。

問　
旧
松
岡
町
地
区
に
は

数
本
の
活
断
層
が
走
り
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.8
、
震
度
７

で
、
地
震
発
生
確
率
０
～
0.7

％
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

町
長　

断
層
が
走
る
町
と
し

て
地
震
は
今
日
か
明
日
か
い

つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
気
概
を
持
っ
て
防
災
対

策
に
当
た
る
。

問　
④
住
宅
耐
震
化
率
、

Ｈ
25
全
国
82
％
、
熊
本
県
76

％
、
本
町
73
％
、
⑤
活
断
層

が
走
る
と
推
測
さ
れ
る
地

区
の
自
主
防
組
織
か
ら
、

自
助
・
近
助
の
観
点
か
ら
救

助
・
救
護
用
資
機
材
セ
ッ
ト

を
町
で
選
定
し
全
額
助
成
で

配
備
を
要
望
す
る
声
が
あ

る
。

総
務
課
長　

既
に
８
割
、
ま

た
は
５
割
の
補
助
で
防
災
組

織
に
補
助
金
交
付
し
た
地
域

も
多
く
、
困
難
。

問　
⑥
基
幹
水
道
耐
震
化
は

熊
本
県
25
％
、
全
国
平
均
36

％
、
本
町
は
。

上
水
道
課
長　

基
幹
管
路
の

耐
震
化
率
1.8
％
、
浄
水
施
設

50
％
、
配
水
池
83
％
。

問　
⑦
指
定
避
難
場
所
の
使

用
不
可
に
よ
る
車
中
泊
、
テ

ン
ト
泊
者
の
大
量
発
生
。
⑧

交
通
渋
滞
に
よ
る
救
援
物
資

の
到
着
遅
延
。
松
岡
中
地
区

で
は
車
中
泊
等
に
備
え
た
用

問　
６
月
２
日
に
通
水
記
念

式
典
が
行
わ
れ
た
九
頭
竜
川

下
流
域
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
。
我

が
町
を
流
れ
て
い
た
芝
原
用

水
を
含
め
て
関
連
工
事
は
完

了
し
た
の
か
。

　

松
岡
東
幼
児
園
北
側
の
部

分
か
ら
松
岡
神
明
に
至
る
ま

で
の
区
間
は
現
在
雑
草
が
生

い
茂
っ
て
い
る
。
梅
雨
か
ら

夏
、
秋
に
向
け
て
蚊
や
ハ
エ

そ
の
他
の
害
虫
の
発
生
し
や

す
い
環
境
に
な
っ
た
り
、
そ

の
う
ち
不
法
投
棄
の
場
所
に

な
り
は
し
な
い
か
と
大
変
心

配
し
て
い
る
。

農
林
課
長　

そ
の
区
間
に
つ

い
て
は
今
年
度
内
容
の
協
議

を
し
て
来
年
度
施
工
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
早
期
着
手

を
引
き
続
き
交
渉
し
て
い

く
。

　

現
在
の
状
況
は
雑
草
が
生

い
茂
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
北
陸
農
政
局
に
草
刈

り
な
ど
の
対
応
を
要
望
し
て

い
る
。
回
答
は
実
施
す
る
と

の
返
答
を
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
も
う
し
ば
ら
く
待
っ
て

ほ
し
い
。

地
の
選
定
確
保
は
可
能
か
？

緊
急
物
資
を
運
ぶ
動
脈
、
緊

急
輸
送
道
路
沿
い
の
特
定
建

築
物
の
耐
震
化
の
現
状
は
。

総
務
課
長　

多
機
能
用
地
と

し
て
町
有
地
や
公
共
施
設
を

優
先
活
用
。

建
設
課
長　

通
行
障
害
既
存

問　
３
月
30
日
に
起
き
た
緊

急
事
態
に
、
た
ま
た
ま
居
合

わ
せ
自
分
の
携
帯
電
話
で
１

１
９
番
通
報
を
し
た
。
す
ぐ 芝原用水

問　
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業（
町
づ
く
り
会
社
設
立
）は

産
学
官
協
働
に
よ
る
今
後
の

永
平
寺
の
ま
ち
づ
く
り
の
事

業
を
行
う
た
め
の
拠
点
づ
く

り
が
基
本
に
あ
る
。持
続
可

能
が
事
業
成
功
の
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
と
考
え
る
が
、ど
の
よ
う

な
運
営
形
態
や
責
任
と
係
わ

り
方
は
。

町
長　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め

に
働
い
て
い
く
会
社
を
基
本
と

す
る
た
め
51
％
以
上
の
出
資

と
民
間
の
出
資
と
経
営（
運

営
）形
態
を
取
り
な
が
ら（
当

面
は
指
定
管
理
）運
営
す
る
。

問　
事
業
計
画
の
委
託
先
は

で
き
上
が
れ
ば
終
わ
り
、後

で
管
理
運
営
す
る
の
は
こ
っ

ち
。成
功
の
評
価
の
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
常
に
求
め
る
姿
勢

が
大
事
と
考
え
る
が
。

町
長　

町
の
運
営
自
体
を
変

え
て
い
く
起
点
と
し
て
い
き
た

い
。

問　
環
境
基
本
計
画
に
は
環

境
意
識
向
上
の
人
づ
く
り
、

循
環
型
社
会
の
推
進
、
自

然
・
地
球
環
境
の
保
全
観
点

か
ら
の
ゴ
ミ
減
量
、
リ
サ
イ

ク
ル
率
向
上
の
目
標
が
示
さ

れ
て
い
る
。
現
状
と
取
り
組

み
活
動
と
運
動
は
。

住
民
生
活
課
長　

ゴ
ミ
量
は

毎
年
約
５
０
０
０
ｔ
、
処
理

費
約
９
０
０
０
万
円
と
横
ば

い
。
ひ
と
り
あ
た
り
７
２
４

ｇ
／
１
日
だ
が
県
下
で
３
番

目
と
低
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
率

も
同
様
。

問　
ゴ
ミ
減
量
、
リ
サ
イ
ク

ル
促
進
も
意
識
高
揚
と
運
動

の
展
開
が
肝
心
。
啓
蒙
や
実

施
団
体
の
運
動
の
施
策
は
。

住
民
生
活
課
長　

検
証
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
新
た

な
計
画
策
定
を
図
っ
て
い

く
。

繁茂する雑木

【
そ
の
他
の
質
問
】

「
松
岡
市
街
地
で
の
空
地
、

空
家
の
再
開
発
策
は
」「
五

領
川
の
雑
木
伐
採
」

に
我
が
町
の
消
防
署
に
繋
が

ら
ず
、
近
隣
の
消
防
署
に
繋

が
っ
て
し
ま
い
中
継
に
時
間

が
か
か
っ
た
。

消
防
長　

先
ず
緊
急
車
の
出

動
要
請
は
で
き
る
限
り
固
定

電
話
で
し
て
ほ
し
い
。
ど
う

し
て
も
携
帯
し
か
対
応
で
き

な
い
と
き
は
ま
ず
そ
の
場
所

の
地
名
を
「
永
平
寺
町
の
○

○
地
区
」
と
言
っ
て
状
況
を

知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

問　
今
回
の
通
報
し
て
救
急

車
の
到
着
ま
で
私
の
時
計
で

13
分
か
か
っ
て
い
た
が
、
そ

れ
く
ら
い
が
標
準
か
。

消
防
長　

ま
ず
消
防
本
部
か

ら
発
生
の
現
場
ま
で
距
離
が

約
６
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
今
回
走
行
時
間
は
７
分

で
あ
っ
た
。
走
行
時
間
に
関

し
て
は
問
題
な
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
要
介
護
１
・
２
の
生
活

援
助
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
、福

祉
医
療
具
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

住
宅
改
造
の
補
助
も
除
外
の

方
向
が
示
さ
れ
た
。高
齢
者

の
社
会
参
加
面
、生
活
面
を

考
え
る
と
必
要
。町
の
対
応

は
ど
う
す
る
の
か
。

福
祉
保
健
課
長　

介
護
給
付

か
ら
地
域
支
援
事
業
に
移
行

す
る
が
、生
活
支
援
と
身
体

介
護
に
分
け
て
考
え
ら
れ
る
。

基
本
的
に
現
在
あ
る
サ
ー
ビ
ス

は
残
し
て
い
く
方
針
で
対
応
し

て
い
く
。

問　
福
井
市
が
地
域
課
題
解

決
の
手
助
け
に
、
職
員
の
選

任
制
度
導
入
が
あ
っ
た
。
今

後
の
公
民
館
活
動
の
助
っ
人

と
な
る
一
つ
の
方
針
と
考
え

ゴ
ミ
減
量・リ
サ
イ
ク
ル
率
は
進
ん
だ
か

現
状
横
ば
い
新
計
画
策
定
で

問答

軽
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
除
外
、対
応
は

で
き
る
限
り
対
応
す
る

問答
消
防
の
緊
急
電
話
の
対
応
は

ま
ず
は「
永
平
寺
町
○
○
地
区
」と

問答

耐
震
不
適
格
建
築
物
61
棟
で

防
災
重
要
建
築
物
の
見
直
し

に
よ
る
。

問　
⑨
熊
本
市　

災
害
弱
者

３
万
４
千
人
に
福
祉
避
難
所

１
７
４
６
人
分
、
実
利
用
弱

者
は
70
人
。
本
町
の
福
祉
避

難
所
の
状
況
は
。

総
務
課
長　

本
町
の
災
害
弱

者
数
は
２
４
５
５
人
、
福
祉

避
難
所
利
用
可
能
者
数
は
１

３
４
８
人
。

ら
れ
る
が
。

町
長　

現
在
公
民
館
長
、
主

事
、
推
進
委
員
が
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
る
。
現
場
の

声
を
大
切
に
し
、
課
題
解
決

に
現
体
制
で
前
向
き
に
連
携

強
化
を
図
る
。

地
区
担
当
職
員
の
選
任
で
連
携
強
化
を

現
体
制
で
連
携
強
化
を
図
る

問答
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問 学校給食食中毒で学ぶこと

答 調理員確保と備品整備で対応

滝波登喜男議員

問 介護サービス取り上げ対応は

答 生活できる環境は守る

金 元  直 栄 議員

問 保育園の民営化の検討も

答 町民のニ－ズに応え検討

多 田  憲 治 議員

わ
な
い
。
む
し
ろ
職
場
に
合

わ
せ
た
保
育
時
間
等
公
立
で

対
応
出
来
な
い
視
点
に
立
ち

対
応
す
る
の
が
子
育
て
の
町

で
は
な
い
か
。
町
は
毎
年
、

保
育
士
嘱
託
職
員
募
集
で
苦

慮
し
て
い
る
実
情
を
踏
ま
え

今
後
益
々
、
少
子
化
時
代
に

突
入
し
て
い
く
中
、
数
保
育

園
以
上
で
特
色
あ
る
保
育
園

の
民
営
化
の
考
え
は
。

子
育
て
支
援
課
長　

今
後
、

施
設
の
配
置
に
つ
い
て
も
調

査
し
、
ま
た
、
一
部
の
園
の

民
営
化
も
一
つ
の
方
策
と
し

て
検
討
し
て
い
く
。

問　
当
町
10
保
育
施
設
で
約

何
割
の
正
職
員
率
か
。

子
育
て
支
援
課
長　

保
育
施

設
10
園
で
51
・
５
％
。

問　
町
は
以
前
よ
り
、
子
育

て
の
町
を
打
ち
出
し
、
子
育

て
は
公
立
に
し
か
念
頭
に
置

か
な
か
っ
た
が
、
民
営
化
が

子
育
て
の
町
の
逆
行
と
は
思

問　
国
は
介
護
保
険
の
給

付
を
減
ら
す
た
め
に
、
要
介

護
１
・
２
へ
の
生
活
援
助
や

用
具
貸
し
出
し
を
保
険
か
ら

外
す
方
向
だ
と
し
た
。
こ
れ

ら
サ
ー
ビ
ス
の
削
減
は
、
高

齢
者
の
在
宅
介
護
を
難
し
く

し
、
さ
ら
に
介
護
離
職
が
増

え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

　

福
祉
用
具
の
保
険
除
外
は

家
族
介
護
へ
の
負
担
も
大
き

く
な
る
。
こ
う
も
こ
ろ
こ
ろ

変
わ
る
制
度
へ
、
町
の
対
応

は
ど
う
か
。

福
祉
保
健
課
長　

国
は
、
給

付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
目

指
す
と
し
、
平
成
30
年
か
ら

一
部
サ
ー
ビ
ス
を
自
治
体
へ

移
行
す
る
方
針
だ
。

　

軽
度
認
定
者
の
訪
問
サ
ー

ビ
ス
中
、
約
半
分
が
身
体
介

護
で
、
半
分
が
生
活
支
援
と

捉
え
て
い
る
。
関
係
機
関
の

協
力
を
得
な
が
ら
対
応
し
た

い
。

問　
以
前
、
社
協
が
行
っ
て

い
た
用
具
貸
し
出
し
を
、
介

護
保
険
で
や
る
と
止
め
さ
せ

た
の
は
国
。
電
動
ベ
ッ
ド
な

ど
自
己
負
担
と
な
っ
て
も
、

支
援
の
条
件
は
な
く
な
っ
て

い
る
。
そ
の
分
、
家
族
介
護

へ
の
負
担
は
一
層
重
く
な

る
。
町
は
、
高
齢
者
対
策
を

専
門
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

福
祉
保
健
課
長　

国
は
在
宅

介
護
へ
誘
導
し
て
お
き
な
が

ら
、
給
付
か
ら
外
す
。
こ
れ

は
問
題
が
あ
る
が
、
制
度
の

持
続
を
考
え
れ
ば
、
今
後
は

近
所
の
元
気
な
高
齢
者
の
協

力
を
得
た
サ
ー
ビ
ス
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

町
長　

町
と
し
て
は
、
そ
の

流
れ
に
な
っ
て
も
、
生
活
で

き
る
環
境
は
、
作
っ
て
い
き

た
い
。

問　
町
第
三
次
行
革
大
綱

に
、
ま
た
幼
児
園
な
ど
の
統

廃
合
や
民
営
化
を
検
討
す
る

と
あ
る
。
ゆ
っ
た
り
保
育
と

保
育
の
安
全
の
保
障
の
た
め

に
も
、
本
町
で
「
子
育
て
は

町
が
責
任
を
持
ち
ま
す
」
と

す
べ
き
で
、
民
営
化
は
断
念

す
べ
き
だ
。

子
育
て
支
援
課
長　

民
営

化
を
検
討
す
る
…
が
、
即
民

営
化
で
は
な
く
、
現
在
幼
児

園
・
幼
稚
園
10
園
あ
る
が
、

将
来
の
園
の
配
置
や
運
営
の

あ
り
方
を
総
合
的
に
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

町
長　

子
育
て
は
町
が
責
任

を
持
つ
と
い
う
の
は
大
前

提
。
結
論
を
出
し
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問　
学
校
給
食
の
調
理
現
場

で
は
、
厳
し
い
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
い
厳
密
に
作
業
を
行
う

こ
と
で
、
食
中
毒
防
止
を
行

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
の
課

題
は
。

学
校
教
育
課
長　

毎
日
の
調

理
員
、
家
族
も
含
め
て
の
健

康
調
査
に
基
づ
く
作
業
従
事

の
可
否
判
断
を
す
る
た
め
、

急
き
ょ
交
替
が
必
要
と
な

る
。
応
援
職
員
を
確
保
し
て

い
る
が
、
大
変
で
あ
る
。
ま

た
、
老
朽
化
に
伴
う
調
理
備

品
な
ど
の
不
具
合
も
あ
り
、

学
校
と
連
携
を
と
り
、
事
前

に
修
繕
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
る
。

問　
若
狭
町
で
は
、
給
食

セ
ン
タ
ー
で
発
生
し
た
た
め

大
き
な
被
害
と
な
っ
た
。
効

率
化
優
先
の
セ
ン
タ
ー
方
式

か
、
リ
ス
ク
分
散
型
の
自
校

方
式
か
、
本
町
は
今
後
ど
の

よ
う
な
考
え
か
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
施
設

長
期
保
全
計
画
に
基
づ
き
、

各
学
校
給
食
施
設
を
調
査
し

検
討
し
て
い
く
。

キ
ャ
ン
プ
場
管
理
を
指
定
管
理
に

指
定
管
理
制
度
の
対
応
を
検
討
す
る

問答
問　
キ
ャ
ン
プ
場
利

用
に
つ
い
て
は
、
以

前
の
地
域
子
供
会
活

動
行
事
と
し
て
の
利

用
か
ら
最
近
は
、
県

外
の
方
が
ア
ウ
ト
ド

ア
感
覚
で
の
利
用
者

が
増
え
て
い
る
。

　

車
の
ナ
ビ
等
で
キ

ャ
ン
プ
場
を
探
し
当

て
て
も
、
事
前
に
申

し
込
み
し
な
け
れ
ば

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

　

県
外
の
客
が
事
前
に
申
し

込
み
用
紙
を
提
出
す
る
の
は

困
難
。
お
も
て
な
し
が
叫
ば

れ
る
中
、
町
は
今
ま
で
の
利

用
方
法
ま
た
、
対
応
に
つ
い

て
ど
う
考
え
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長　

メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
ス
等
で
事
前
に
申
し

込
み
受
理
し
て
い
る
の
が
現

状
。

問　
収
益
は
さ
て
お
い
て
も

町
の
広
報
ま
た
、
利
用
者
の

利
便
性
を
図
る
た
め
に
も
、

浄
法
寺
山
キ
ャ
ン
プ
場
、
吉

峰
寺
キ
ャ
ン
プ
場
は
指
定
管

理
制
度
を
活
用
し
、利
用
者

の
増
大
を
図
っ
た
ら
ど
う

か
。

夏場の利用を待つ吉峰寺キャンプ場

商
工
観
光
課
長　

施
設
の
利

便
性
を
図
る
た
め
に
も
今

後
、
指
定
管
理
制
度
を
十
分

検
討
し
て
い
き
た
い
。

保育園の
民営化は断念を
園の配置や
　運営を検討中

問

答

問　
全
国
的
に
貧
困
家
庭
が

過
去
最
悪
と
な
っ
て
い
る
。

本
県
は
、
貧
困
率
5.5
％
と
全

国
最
低
で
あ
る
が
、
本
町
の

実
態
を
ど
う
つ
か
ん
で
い
る

か
。

子
育
て
支
援
課
長　

貧
困
率

調
査
は
行
っ
て
い
な
い
が
、

民
生
委
員
・
主
任
児
童
委

員
・
家
庭
相
談
委
員
の
方
々

か
ら
情
報
を
収
集
し
、
相
談

や
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
課
長　

生
活
保
護

法
に
基
づ
く
要
保
護
者
は
い

な
い
が
、
準
要
保
護
者
は
50

人
ほ
ど
い
る
。

問　
県
の
調
査
で
は
、
母

子
家
庭
の
平
均
年
収
は
２
４

２
万
円
で
、
子
育
て
と
仕
事

の
両
立
が
大
変
。
経
済
的
支

援
が
望
ま
れ
る
。
一
方
、
そ

う
い
っ
た
支
援
制
度
を
知
ら

な
い
方
が
５
割
も
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
本
町
の
対
策

は
。

子
育
て
支
援
課
長　

国
、
県

と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
子
育
て

貧
困
家
庭
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
近
々
開
設
す
る
。
様
々
な

支
援
を
サ
イ
ト
で
見
れ
る
。

問　
国
体
・
障
が
い
者
大

会
で
４
競
技
を
受
け
入
れ
る

が
、
そ
の
ね
ら
い
は
。

国
体
推
進
課
長　

町
民
総
参

加
の
活
動
を
通
し
、
そ
の
後

も
継
続
し
て
活
動
で
き
る
組

織
を
作
る
こ
と
。
ま
た
、
小

中
学
生
に
一
流
選
手
の
試
合

を
見
て
い
た
だ
き
、
自
ら
が

国
体
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を

考
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
、実
態
調
査
は

各
種
委
員
か
ら
情
報
収
集

問答

国体・障がい者
　大会のねらい

継続した組織作り

問

答
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《その他》（総務常任委員会関係）
　　年金は偶数月にもらえる。介護保険料・後期

高齢者健康保険料・国民健康保険税が年金か
ら差し引かれる。それらは７月に通知が来
る。４月に年度が変わるので、４月の年金が
支給される前までに通知できないのか。
　　　　　　　　   【鳴鹿集落改善センター】

行政　保険料は、所得割・資産割が確定しないと
正確な額が算定できないため、７月中旬の通
知となる。保険料確定前の仮徴収額等につい
ては、４月中旬に通知している。

《その他》（教育民生常任委員会関係）
　　公民館活動について、ただ「頑張れ」ではど

うしようもない。町が活動方針を立てて指導
してほしい。　　　　　   【ふるさと学習館】

議会　当議会の教育民生委員会で調査研究してい
る。今後、町と協議して良い方向性を出して
いく。

　　志比北地区の少子化に対する計画は。
　　　　　　　　　　   【殿村ふれあい会館】

行政　学校においては、丁寧な学習指導や地域・
他校との交流体験活動を積極的に行ってい
る。人口減少対策として、若年者の定住促進
助成の充実や、宅地開発・企業誘致を積極的
に進めている。

　　幼児園・幼稚園を民間委託すれば、財政の軽
減化が図られる。議員が行政に提案すべき。
　　　　　　　　   【鳴鹿集落改善センター】

議会　議会では賛否があり、一般質問している。
行政では、行財政改革大綱をふまえ、統廃合
や民営化など将来のあり方を今年度から調査
研究している。

《その他》（産業建設常任委員会関係）
　　空き家が動物の住み家になっている。何とか

できないか。   【浅見集落生活改善センター】

行政　空き家を取り壊して更地にすると土地の固
定資産税が６倍になることから、空き家対策
について行政対応を質疑検討している。空き
家の状況と対応の是非を現在調査検討してい
る。特定認定の是非は非常に困難である。

《ストップ・人口減少　少子化対策》
　　町中の空洞化が目立つ。その原因の一つが地

主が土地を売ってくれないということがあ
る。町内の空洞化を解決する方策をすべき。
例えば町で買い上げて（収容控除適用）宅地
分譲するなど、行政も考えてもらえないか。
松岡地区は小中学校も近く、子育て支援策も
進んでいるなど、居住的にはいい環境にあり
ながら空洞化したままになっている。
　　　　　　　   【春日３丁目ふれあい会館】

議会　松岡地区の旧町内活性化のために空家、空
地をどう有効活用すべきか考えていかねばな
らない。これまでも空地の有効活用について
公共収容として活用してはどうか、町に提案
している。

　　田舎で暮らしたいという若い人もいるが、住
んでからその地で就業できるか、起業できる
かが大事。起業しやすい環境作り、起業資金
助成とか、３年間、５年間バックアップをす
るような制度はあるのか。固定資産の優遇制
度はあるのか。   【春日３丁目ふれあい会館】

議会　商工会を通した融資支援や「企業立地促進
条例」での固定資産税優遇はある。（企業立
地促進条例：用地取得助成金…用地取得費の
20％・限度5,000万円、雇用促進助成金…町
内在住者の新規雇用30万円/人、事業施設設置
助成金…操業開始３年間固定資産税の助成）
今後ソフトパークの研究スペースや起業者向
け貸フロア制度の利用者との連携や本町内で
の起業支援・居住も本町のロケーション資源
活用にならないか行政に確認したい。

《議員定数削減》
　　　旧松岡町では24名いたこともあった。議員

の数を減らすと町民の声が届かないという声
もある。14名では議会活動がうまくいかない
と思う。　　　　　   【志比堺ふれあい会館】

議会　権限の大きな首長を民意でチェックする議
員個々の力量強化が必要。本町の議会は全議
員が一般質問をする活発な議会である。議員
自らの資質向上に努め、円滑な議会運営に努
める。

　　政務活動費については、誰が見ても胸張って
言える活動であれば賛成です｡これも議員同士
で決めるべき｡ 【谷口コミュニティセンター】

議会　町政に反映され､また､住民福祉の増進に期
するための活動経費。

　　議会・委員会を欠席した時は、報酬を減額す
べき。 　 　 【吉野堺集落生活改善センター】

　　今は議員報酬を上げたり、手当を付ける時期
ではない。議員がしっかり仕事をして、永平
寺町も変わってきたという裏付けがあってか
ら、初めて議員報酬の話でしょう。
　　　　　　　　   【鳴鹿集落改善センター】

　　４人の定数削減により議員活動は大変である
と思う。減員になった４人分の報酬を加算し
て現行の1.5人分の報酬にすれば、優秀な人が
議会に出ることになるのではないか。政務活
動費と両方計上はだめ。
　　　　　　   【浅見集落生活改善センター】

議会　ご意見を委員会で検討する。

問

問

問

意見

提言

問

問

問

問

問

問

問

　　人口増を見込むのであれば、どこの市町もや
らないような手法を考えるべき。地域の過疎
化問題とは別に､学校の統合問題の対応も先を
見つめ早く実施した方が良い｡このままだと永
平寺地区や上志比地区の子どもが育たなくな
る。　　　　　　　　   【清水交流センター】

議会　この課題は大変大きい｡永平寺町全体でとら
えた将来を見据えて､地域住民とよく議論し、
課題に取り組む。

　　昔あった商店街はさびれてしまい、今の商店
街はお粗末な状況。商店街の活性化の方策は
ないのか。商工会任せでなく商工会とタイ
アップしてリーダーシップを取り、強力に活
性化を進められないか。
　　　　　　　　   【藤巻集落改善センター】

議会　町はインバウンドを含む交流人口拡大を目
指し、観光客拡大を商工観光業活性化につな
げようと、地域資源を活用した新ブランド創
造等に取り組んでいる。そこで、商工会と連
携して各種施策を行う予算を付けている。ま
た、大本山永平寺に来た観光客に町内の見ど
ころや名所へ回遊してもらい、食文化や歴史
に触れてもらうという企画も検討している。
そのうえで、地域の活性化を促していく。

問

問

町内12会場で開催し、
３日間で延べ168人
の方が会場に足を運んで
くださいました。

町民の声
を

議会へ

町民の声
を

議会へ

平成28年４月26日27日28日 実施

兼定島集落生活改善センター 谷口コミュニティーセンター

※紙面の都合上、掲載できなかった質疑内容・回答は
　ホームページほか、役場本庁・永平寺支所・
　上志比支所でご覧いただけます。
　ご了承ください。
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日　付 開催委員会等

上
坂

久
則

滝
波
登
喜
男

長
谷
川
治
人

朝
井
征
一
郎

酒
井
　
　
要

江
守

　
勲

小
畑

　
傅

上
田

誠

金
元

直
栄

樂
間

　
薫

齋
藤

則
男

伊
藤

博
夫

奥
野

正
司

中
村
勘
太
郎

川
治

孝
行

長
岡
千
惠
子

多
田

憲
治

川
崎

直
文

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

産業建設常任委員会 ○ ― ○ ○ ― 傍 傍 ― ― ○ ― ― ― ― ○ 傍 ○ 傍

教育民生常任委員会 ― ○ ― ― ○ 傍 ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― 傍

総務常任委員会 ― ― ― ― ― ○ ― ― 傍 ― ○ ○ ○ ○ ― 傍 ― ○

予算決算常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例会(一般質問3日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例会(一般質問2日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例会(一般質問1日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会行財政改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 傍

定例会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会行財政改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 傍

教育民生常任委員会 ― ○ ― ― ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― 傍

議会運営委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教育民生常任委員会 ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ○ ― ―

議会運営委員会 ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― 傍 ― 傍

議会行財政改革特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 傍

議会広報特別委員会 ― ― ― ― ― ○ ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ― ○ ― ―
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行政チャンネル週間番組表行政チャンネル週間番組表 放送期間
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８月12日（金）
臨時議会前半

文字告知放送
臨時議会後半

文字告知放送
開会
文字告知放送
一般質問（１日目①）
川治孝行議員
小畑傳議員
文字告知放送
一般質問（１日目②）
長岡千惠子議員
上坂久則議員
文字告知放送
一般質問（１日目③）
長谷川治人議員　中村勘太郎議員
齋藤則男議員
文字告知放送
一般質問（２日目①）
江守勲議員　酒井要議員
朝井征一郎議員　奥野正司議員
文字告知放送
一般質問（２日目②）
奥野正司議員
樂間薫議員
文字告知放送
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８月13日（土）
一般質問（２日目③）
上田誠議員
多田憲治議員
文字告知放送
一般質問（３日目①）
金元直栄議員
滝波登喜男議員

文字告知放送
予算決算常任委員会①
文字告知放送
予算決算常任委員会②

文字告知放送
本会議

文字告知放送
臨時議会前半

文字告知放送
臨時議会後半

文字告知放送
開会
文字告知放送

00

44
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46
00

50
00
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04
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８月14日（日）
一般質問（１日目①）
川治孝行議員
小畑傳議員
文字告知放送
一般質問（１日目②）
長岡千惠子議員
上坂久則議員
文字告知放送
一般質問（１日目③）
長谷川治人議員　中村勘太郎議員
齋藤則男議員
文字告知放送
一般質問（２日目①）
江守勲議員　酒井要議員
朝井征一郎議員　奥野正司議員
文字告知放送
一般質問（２日目②）
奥野正司議員
樂間薫議員
文字告知放送
一般質問（２日目③）
上田誠議員
多田憲治議員
文字告知放送
一般質問（３日目①）
金元直栄議員
滝波登喜男議員

文字告知放送

00
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00

04
00

16
00
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47
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８月15日（月）
予算決算常任委員会①
文字告知放送
予算決算常任委員会②

文字告知放送
本会議

文字告知放送
臨時議会前半

文字告知放送
臨時議会後半

文字告知放送
開会
文字告知放送
一般質問（１日目①）
川治孝行議員
小畑傳議員
文字告知放送
一般質問（１日目②）
長岡千惠子議員
上坂久則議員
文字告知放送

00
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00

52
00

06
00
59
00

33
00
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８月16日（火）
一般質問（２日目①）
江守勲議員　酒井要議員
朝井征一郎議員　奥野正司議員
文字告知放送
一般質問（２日目②）
奥野正司議員
樂間薫議員
文字告知放送
一般質問（２日目③）
上田誠議員
多田憲治議員
文字告知放送
一般質問（３日目①）
金元直栄議員
滝波登喜男議員

文字告知放送
予算決算常任委員会①
文字告知放送
予算決算常任委員会②

文字告知放送
本会議

文字告知放送
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（
江
守  

記
）

　松岡公民館の公民館講座で毎月１回第１水
曜日に活動しています。会員は27人で、代表
は松岡薬師にお住まいの関さんです。
　日ごろの活動は、公民館講座で毎月１回の
活動のほか、公民館まつりやグリーンセンタ
ーでのイベントで鉢植えや花の苗の販売を行
っています。また、年２回永平寺町役場本庁
舎前の国道の歩道の植え込み５カ所に、春は
サルビア・マリーゴールド・ガザニアを、秋
には主にパンジーを植え付け、朝夕の水やり
など管理をしています。
　植え込みの雑草をとり、土に肥料を加えて
耕し、街路樹の邪魔にならないように、花の
色合いや大きさなど考慮して、見栄えが良く
なるように植え付けていきます。歩道の植え
込みの活動は毎年継続して行っています。
　会員は、花の大好きな人ばかりです。たく
さんの町民の方や国道を通行する人々に見て
いただきたいという思いでいます。
　２巡目の福井国体も２年後に迫ってきまし

た。まずは
国体開催に
向け、町民
の皆様の協
力を得て頑
張っていき
たい。そし
て、国体が
終了しても花いっぱい運動を継続して進めて
いきたいと思っています。
　先般、福井放送の『おはよう７』という番
組で、福井国体に向けた永平寺町民の活動や
施設紹介などの放送がありました。その中
で、このクラブの本庁舎前花の植え付け作業
風景も紹介されました。
　活動中は、楽しそうなおしゃべりや笑い声
が絶えません。一番楽しみにしていること
は、お花を見るためにバスをチャーターして
東へ西へと毎年出かけることだそうです。
　国体の花いっぱい運動と聞くと、48年前の
国体を思い出します。今でも、真っ赤なサル
ビアや黄色のマリーゴールドは国体の花だっ
たように記憶しています。
　町中を花でいっぱいにして、心和むおもて
なしができれば最高です。花は生き物ですか
ら、毎日の水やりは大変ですし、天候や気温
に左右されることも多いですが、一人でも多
くの町民の方にご協力していただき、町を花
でいっぱいにしていきたいものです。
　　　　　　　　　　　　　　（長岡　記）

花で応援！福井国体花で応援！福井国体
あいかむあいかむあいかむあいかむ

永平寺愛花夢
ガーデニングクラブ

あいかむあいかむあいかむあいかむあいかむあいかむあいかむ

永平寺愛花夢永平寺愛花夢
ガーデニングクラブ
永平寺愛花夢
ガーデニングクラブ


